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1.研 究目的

日本の強風地帯では、私たちの生活、生産活動

を妨げる風を防 ぐためにさまざまな対策が講 じら

れている。調査地の斜里町も、斜里岳から吹 き下

ろす風や海岸からの風が卓越する強風地帯であり、

生活や産業などにさまざまな影響を及ぼしている。

特に農作物の被害防止 には防風林が有効である。

また、防風林は、その地域の気候特性 を表すばか

りでな く、地域における自然 と人間活動の関係を

示す文化景観 ともいえる。そこで、斜里町に現存

する防風林を記録 し、風 との関係 を含めて、私た

ちにどう関わっているのかを研究目的 とした。

2.研 究方法

斜里町の防風林の実態を調べるために、現地へ

赴き防風林の存否 を地形図に記録 した。限られた

調査期間であったため、斜里町全域の防風林を調

査できず、標高30m付 近まで(但 し海岸林は除い

た)を 調査地域 とした。

耕地防風林については、分布並びに樹種を調べ、

樹高 ・胸高直径 も計測 した。国有防風林について

は、道路一線おきに調査 し、林 を構成する主たる

樹種や樹高 ・胸高直径 を計測 した。

また、風害の種類や実態、対策、並びに防風林

の役割や効果を理解するために関係文献も調べた。

3.斜 里 町 の 風

1.風 害 に つ い て

1)種 類 ・実 態

北 海 道 の風 害 は 、 被 害 の 発 生 頻 度 や 程 度 は もち ろ

ん 地 域 、時 期 な ど に よ っ て異 な る が 、 大 き くわ け

る と次 の4つ が あ る。 冬 季 問 の 季 節 風 害 、春 季 の

強 風 害 、夏 季 よ り秋 季 に か け て の 台 風 害 、局 地風

に よ る被 害 で あ る 。

以 上 の うち 、 冬 季 の 季 節 風 害 は 時 期 が 農 閑期 で

あるため、直接農作物への被害はきわめて少なく、

台風害 も時には大被害 をもたらすが、それほど問

題はない。また、地方の局地風 も強烈な風ではあ

るが、発生時期が主に冬季問であるために農業へ

の影響は少ない。 このように考えると、北海道の

風害のうち発生頻度か高 く、農業への被害の大 き

いのは春季の強風害 となる。

その他、農林業の風害は樹木や作物が倒れたり、

農業施設を破壊するような単に強風によるものば

かりでなく、いろいろな形の風害がある。例えば、

山越風の際に起こるフェーン現象の発生地帯で見

られる乾風害、海岸域での海からの潮風 による潮

風害や冬季季節風が連 日吹 くころに起 こる寒風害

などである。これは、風がその中にいろいろなも

のを取 り込んで運ぶ運搬作用であり、この作用に

よって植物体から体温や水分が奪われ、寒さの害

や乾燥害を起こすのである。

また、風の圧力と運搬力の合併障害に耕地の風

蝕がある。火山地帯では、土壌の粒子が細か く風

蝕が起こりやすい。風蝕は、そこに栽培されてい

る作物の根元をえぐって根を露出させた り、飛来

した土の下に作物を埋没させた りして枯死 させる。

また、地表部の肥沃な耕地を飛散 させて、地力を

落とすなどの被害 をもたらす。

2)対策

風害防止の対策としては、作物の植え付けなど

の時期を風害の発生時期か ら外 した り風の強い所

は避ける風害回避法、加害要因である風の力を弱

めるとか、被害の原因となる風の中の有害物を除

去する風力減殺法などがある。後者は防風林、防

風垣などの防風施設を造成する。防風林や防風垣

が、風速を減少させて飛土を防止している実例は

多い。そして、最も古 くから採用された方法の第
一が防風林である。
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防風林は明治初期に森林を残す必要もあって、

国有防風林として残 されたものが始まりである。

しかし、国有防風林だけでは、耕地全体 を季節風

から農作物 を保護する機能を果た しえない。そこ

で防風機能を完全にするには、国有防風林の中間

になお数列の防風林帯を設けることが必要になる。

この役割を果たすのが耕地防風林である。これは、

農民が自分の土地に碁盤の ように植 えたもので、

多 くは私有のものであ り、幅が狭いので国のもの

とは見分けがつ きやすい。防風林の効果などにつ

いては次章で述べる。

2.斜里町の風

斜里地方は全般に南寄 りの風が卓越 してお り、

これは海岸か ら約2km内 陸 までで、それより海

岸寄 りでは海からの北西寄りの風が卓越 している。

また、秋の川と幾品川との合流点から東方の山麓

部では南東の風が卓越 し、幾品川の下流地域は風

向が乱れてお り、以久科付近は飛地上 に南風が卓

越 している(図 一1)。

これは、東部山麓地域からの南東の風は山麓か

ら約5kmま で しか発達 しないことを意味 し、そ

れより以遠ではいわゆる 「斜里岳おろし(斜 里の

名物馬糞風)」 とよばれる南風が発達 している。

この強風は、峠などの地峡を抜けて南か ら吹 き下

ろ して くるもので、特に5月 、6月 の春の作物植

え付け時期に吹くため、畑の土を空高 く舞い上げ、

斜里の街中まで細かな土砂を運んだり、農作物に

も大 きな被害をもたらす。また、斜里川と猿間川

の合流する付近(南 斜里、中斜里付近)に は海方

向からの風が明らかで、この地域だけが特異であ

る。

4.防 風林の実態

1.防風林の役割 ・効果

防風林には耕地の作物を風害などから保護する

耕地防風林、海の暴威から沿岸を保護iし、塩分を

含んだ潮害を減ずる海岸防風林、住宅を風害から

守 り木陰を作る屋敷林などがあるが、ここでは特

図 一1.斜 網 地 域 の 卓 越 風 の 分 布(林 野 庁 、 吉 野:1971)
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に耕 地 防風 林 の 役 割 、効 果 につ い て書 く こ と にす

る。

防風 林 の機 能 は、風 速 を弱 め る こ とが 第 一 だが 、

そ の他 に次 の よ う な効 果 が あ る(林 野 庁 監 修 、 荒

Jll1971)0

1温 度 の 激 変 を防 ぐ。

2風 力 を減殺 す る。

3土 壌 を 吹 き さ ら しに よ る侵 蝕 か ら防 ぐ。

4土 地 や植 物 か らの 蒸 発 を減 ず る 。

5土 壌 中 の水 分 を増 す 。

6水 位 を上 昇 させ る。

7農 産 物 の収 穫 を増 す 。

8積 雪 地 方 で は 雪 の 吹 き寄 せ を 防 ぐ。

また 、 防 風 林 は 農 業 上 の 施 策 の た め に設 置 され

た もの で あ り、農 作 物 に対 して次 の よ う な効 果 が

あ る もの と考 え られ る(林 野 庁 監 修 、佐 藤1971)。

1強 風 が 作 物 を動 揺 させ 、物 理 的 傷 害 を与 え る

の を緩 和 、 阻止 す る 。

2地 温 の低 下 、 土 の 乾 燥 な ど作 物 の 成 育 に悪 条

件 とな るの を 回避 す る 。

3作 物 の蒸 散 作 用 の 過 度 や表 面硬 化 な どで 、作

物 体 が 冷 え、 冷 害 の原 因 と な る の を 防 ぐ。

4風 に よる飛 砂 が 作 物 に与 え る機 械 的 生 理 的害

の 回 避 。

5飛 土 に よる 地 力 の 低 下 で 、 生 育 中 の 作 物 の根

を裸 にす る ば か りで な く、 畑 の片 す み に吹 き寄

せ る 等 の 保 全 。

6風 に飛 ば され た 土 砂 が 地 形 を風 速 そ の 他 の影

響 で 、 沈 降 して作 物 を埋 め る な どの 回 避 。

これ らの 防 風 林 の効 果 は、 風 向 及 び風 力 の 減 殺

が 中 心 で あ り、 こ の結 果 と して あ らわ れ る諸 効 果

で あ る と考 え ら れ る。

この よ う に 防風 林 は 、 私 た ち に多 くの 効 果 を も

た ら して い るが 、 マ イナ ス 面 もあ る 。 防 風 林 の マ

イ ナ ス 効 果 と して は次 の よ う な こ とが 考 え ら れ る

(林 野 庁 監 修 、荒 川1971)。

1耕 地 内 に 日陰 地 が 生 ず る。

2林 縁 付 近 の 空気 流 通 が 悪 くな り虫 害 が 多 い 。

3樹 木 の根 が 張 って 耕 地 へ 侵 入 し、 養 分 及 び水

分 を奪 う。

4防 風 林 か らの 落葉 。

5防 風 林 か ら落 ちて くる雫 に よっ て地 温 が 下 る。

6防 風 林 周 地 の 雪 の 消 え るの が 遅 い 。

7時 に は病 虫 害 や 鳥 獣 の 棲 家 とな る 。

8耕 地面積が減少する。

9大 型機械を利用する場合、時には防風林の存

在が作業能率 を低下させることになる。

これ らのマイナス効果を除去する対策 として、

防風林の代わりに網を張 りめぐらせた防風垣で代

用すれば、マイナス効果はほとんど解決で きる。

しか し、防風林には前述 したような防風垣ではま

かない切れない役割をも持っているし、土地の緑

化を通 して美観上も大きな役目を荷っている。そ

のため、防風林 を網 を張った防風垣で代用させる

ことを優先するよりは、防風林の補助的な役割に

止める程度の もので良いと考える。

2.斜里の防風林

1)防風林の分布状況

十勝地方の典型的な耕地防風林に比べると斜里

地方の防風林は、幹線防風林 と耕地防風林の両面

を備えているように見えるが、国有の幹線防風林

が比較的に原形を備えているために、耕地防風林

は十勝のように整備 された形で発達 していない。

この地域は、前述したように強風地帯であ り、

また広範に摩周岳、斜里岳、雌阿寒岳等の火山灰

によって深いところで40～50cm、 浅いところで

も10～20cm覆 われている。これらの火山灰は軽

霧で、きわめて風蝕 を受けやすい土壌条件を有 し

ている。 したがって、農耕上はこの阻止のための

防風林の整備が必須な地帯である。

そこで、図一2は 斜里町の防風林の分布状況で

ある。特 に朱円から越川、以久科南にかけてと大

栄付近が防風林の密度が高い。一方、斜里中心部

の平地にはほとんど防風林はない。 また大部分の

耕地防風林が、東西方向に延びている。

これを図一1の 風の分布図と比較 してみると、

風の強さと方向が防風林の密度と延長方向とに深

く関係 していることがわかる。越川周辺の密度の

高い地域 は(標 高が高 くなるとさらに密度が高 く

なっている)、 南東の風が卓越する地域 とほぼ一

致 している。また、大栄周辺の密度の高い地域は

南西の風が卓越 している。 しか し、 「斜里岳おろ

し」 と呼ばれる南風が卓越 している地域では、図

一2の 分布図では確定できないが、少 し密度が低

いように思える。この地域の風の強さを考えると、

問題があるのではないだろうか。
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図一2.斜 里 町 の 防風 林 の 分 布

図一3.耕 地防風林の樹高 と国有防風林の樹種
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そ して 、 これ ら の地 域 の 防 風 林 は 、 ほ とん どが

東 西 方 向 に延 び て い る 。 これ は、 南 風 が 防 風 林 に

垂 直 に 吹 きつ け る こ とに よ って 、 強 風 を和 ら げ て

い る の で あ る。 美 咲 地 区 で は、 密 度 は 高 くない も

の の 、 防 風 林 が 南 北 に 延 び て い る もの が 多 い 。 こ

の 地 域 の 風 の 分 布 図(図 一1)を 見 み る と、 海 か

らの 北 西 の 風 が 少 し東 に向 か っ て吹 い て い る のが

わ か る。

この よ う に 、斜 里 町 の 防 風 林 は風 の 強 い 所 は密

度 が 高 く、 ま た 垂 直 に風 が 吹 きつ け る よ う に配 置

され て い る の で あ る 。

しか しな が ら、 調 査 範 囲 が 狭 か った た め に 防風

林 の 密 度 が 詳 細 に調 査 で きな か った こ とが 残 念 で

あ る。

2)防 風 林 を構 成 す る樹 木 の種 類 と特 徴

図 一2の 分 布 図 で は 、耕 地 防 風 林 を針 葉 樹 と広

葉 樹 に分 け て 示 して い る 。 耕 地 防 風 林 の樹 種 は針

葉 樹 が大 部 分 を 占 め て お り、 そ の 中 で も カ ラマ ツ

が 主 で 、 部 分 的 に ト ドマ ツが 植 栽 さ れ て い る。 広

葉 樹 で は ヤ チ ダモ 、 シ ラ カバ が 多 い 。 また 、 広 葉

樹 の 自然 林 を耕 地 防風 林 と して利 用 して お り、 主

た る 構 成樹 種 は 、 ミズ ナ ラ、 ウ ダ イ カ ンバ 、 ハ ル

ニ レ、 ヤ マ ナ ラ シ 、 ヤ ナ ギ な どで あ る。

図 一3は 耕 地 防風 林 の樹 高 を示 して い る。 耕 地

防 風 林 の 樹 高 は 、5～25mと さ ま ざ ま で あ る が 、

15～20mの もの が 最 も多 い 。 また 、 胸 高 直 径 は10

～30cm程 で 、 林 帯 幅 は1～3列 が 多 い。

国 有 防 風 林 の 主 た る樹 種 は 、 大 き くヤ チ ダ モ 、

ミズ ナ ラ 、針 葉樹 林3つ の構 成樹 地 帯 に 区分 で き

る。 ヤ チ ダ モ が 主 の 耕 地 林 内 に は、 ハ ル ニ レが 次

い で 多 く、 ヤ チ ハ ンノ キ 、 イ タヤ カエ デ 、 オ ニ グ

ル ミな どが 多 い。 ミズ ナ ラの に は、 ウ ダイ カ ンバ 、

シ ラ カバ 、 カ シ ワが 多 く、 ヤ チ ダモ 、ハ ル ニ レが

続 く。 この 他 に は 、 セ ン ノキ 、 イ ヌ エ ンジ ュ、 エ

ゾ ノバ ッ コヤ ナ ギ 、 ヤ マ ナ ラ シ 、 ドロ ノキ 、 キハ

ダ、 ケ ヤ マハ ンノ キ、 ミズ キ、 オ オバ ボ ダ イ ジュ、

オ ヒ ョウニ レ、 シ ナ ノキ 、 カ ツ ラ な どが 国 有 防 風

林 の 構 成 樹 種 とな っ て い る。 針 葉 樹 林 の 多 くは カ

ラマ ツの 植 林 で 、 一部 ト ドマ ツ も見 られ る 。

また 、 広 葉 樹 林 は ほ と ん どが 天 然 林 で あ るが 、

部 分 的 に ヤ チ ダモ や シ ラ カバ が植 林 され て い る箇

所 も見 ら れ る 。

国 有 防 風 林 の樹 高 や 胸 高 直 径 は 、 樹 種 や 樹 齢 に

よ っ て さ ま ざ ま で あ る が 、 樹 高 は15～30m、 胸

高 直 径 は20～60cm程 で あ る 。 中 に は35m程 の 樹

木 や 、 直 径 が1mを 越 え る ハ ル ニ レ もみ られ た。

ま た 、林 帯 幅 は50～80m程 で あ る 。

図 一3の 国 有 防風 林 の樹 種 の 違 い を み る と、 ヤ

チ ダモ は ほ ぼ全 域 に あ る が 、 特 に ヤ チ ダモ 、 ハ ル

ニ レ、 ヤ チ ハ ンノ キ 、 オニ グ ル ミが 多 い 地 域 は 、

平 野 部 の泥 炭 地 や河 川 沿 い な どの湿 地 地帯 で あ る。

山 麓 部 へ 向 か い標 高 が 増 す につ れ 、構 成 樹 種 に変

化 が 見 られ る。 前 述 の ヤ チ ダ モ な どは 減 り、 ミズ

ナ ラ、 ウ ダ イ カ ンバ 、 シ ナ ノ キ 、 セ ン ノ キ な どの

山 地 に生 え る樹 木 が 増 え る。 これ は 河 川 堆 積 物 や

火 山 灰 主 構 成 地 帯 とい う土 地 環 境 な どの 違 い に よ

り土 壌 条 件 に適 した 樹 種 に変 化 す る ため と考 え ら

れ る。

5.ま とめ(防 風林と人間生活)

私たちは自然環境の中で、ある時はそれに敵対

し、ある時はそれか ら恩恵を受けなが ら生活 して

いる。今 まで述べてきたように、防風林は風を防

ぐことによって、私たちの生活に大 きな役割を担

っている。

防風林は、特定の目的を持って設置 されている

森林であるという特殊 性がある。防風林の一つ一

つが、規模 も違えば姿 ・形 も異なる。各地にある

防風林の防風効果 を取 り出 して考えてみて も、そ

の土地の気象条件、地理的背景によってさまざま

である。

その防風効果の及ぼす地元への影響力、利益の

度合いは、その土地の住民の生活環境、生産活動

の形態など、社会的条件によって千差万別 といえ

る。同じ規模の防風効果を持つ防風林であっても、

周辺住民の生産活動が風 とは無関係なかたちで行

われている地域では 「防風」そのものの価値は少

なく、防風林の存在価値 も低いはずである。これ

とは反対 に風の影響を受けやす く、風害が生産活

動を妨げるような地域では、防風林は住民にとっ

てかけがいのない存在価値がある。

また、防風林からはるか離れた所に農地を持つ

者が、実際には防風林の受益者であるにもかかわ

らず、それに気づかず自分の農地 と防風林 とは無

縁であると考えている場合 もある。 しか し、防風

効果が地域的に限られていても、受益者は町民全

体であると考えなければならない。
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4章 の 「防 風 林 の役 割 ・効 果 」 で も述 べ た が 、

防風 林 に は 利 点 ばか りで な く、 不 利 点 もあ る こ と

を忘 れ て は な ら な い。 日陰 の 被 害 や 樹 根 の 侵 入 な

ど は農 家 の 人 た ち に とっ て は 大 き な問 題 とな って

い る だ ろ う。 しか し、 ほ ど よ く配 列 さ れ て い て 一・

定 の効 果 を発 揮 して い る 防風 林 が 、 も し一 部 削 り

取 ら れ た り、 配 列 が 変 え られ れ ば 、 効 果 が 半 減 す

る とか 、 あ る い は 逆 に別 の効 果 を生 じた りす る場

合 もあ る か も しれ な い 。 防風 林 を伐 採 す る に して

も、 増 設 す る に して も、 そ の よ うな 効 果 を よ く考

慮 す る必 要 が あ る 。

防風 林 の 管 理 に つ い て も、 防風 林 が 農 作 物 に被

害 を もた らす よ うで あ れ ば 、 枝 切 りや 間 引 き を し

たりする必要もあるだろう。また、樹齢や、高す

ぎる樹高にも問題があるだろうし、樹種 も落葉 し

ない樹種にするなどの考えもあるだろう。

ともあれ、強風地帯である斜里町は、防風林が

私たちの生活 に欠かせない存在なのである。防風

林は、原則的には農作物の保護iのための ものであ

るが、そうでない要素、例えば住居や道路などの

構築物を保全する点や景観面でのメリットも強 く

感 じられる。

最後に、地域における自然 と人間活動の関係を

如実に表す文化景観である防風林の、プラス面や

マイナス面を考えてきたが、防風林が私たちの生

活にこのように深い関わ りがあることを改めて実

感 した次第である。
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